
保育
無料

参加
無料令和５年度和泉市男女共同参画社会づくり講座

■ 対象･定員 20～40代の再就職をめざしている女性、20人

■ 会 場 モアいずみ研修室（和泉シティプラザ北棟４階）

■ 申 込 11月７日(火)から定員に達するまで電話・FAXにて受付

■ 保 育 １歳半以上、就学前までの子ども （保育料無料）

※保育申込締切日 各回開催日の３日前

申込先・問い合わせ モアいずみ（和泉市男女共同参画センター）

TEL 0725-57-6640 FAX 0725-57-6643
（午前９時から午後５時１５分 土・日・祝日も可）

「お仕事」応援セミナー

① １２月６日（水）１０：００～１１：４５

みんなで語ろう 考えよう 私らしい就活プラン

佐々木 妙月さん （情報の輪サービス株式会社 代表取締役）

③ １２月20日（水）１０：００～１１：４５

応募書類と面接 ～再就職への準備～

朝井 恵実さん （ハローワーク泉大津 就労支援ナビゲーター）

主 催 ： モ ア い ず み （ 和 泉 市 男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー ） ※ モ ア い ず み は 和 泉 市 男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー の 愛 称 で す
共 催 ： ハ ロ ー ワ ー ク 泉 大 津 事 業 受 託 者 ： 一 般 財 団 法 人 大 阪 府 男 女 共 同 参 画 推 進 財 団

モアいずみ
（和泉市男女共同参画
センター）の講座情報
はこちらから！

再就職チャレンジ支援講座

講師や参加者と交流しながら、私らしい働き方を一緒に考えて再就職活動を始めましょう！

② １２月13日（水）１０：００～１１：４５

心を伝えるコミュニケーションで、好感度をアップ！

中田 聖子さん （ Office 結（Yui）代表、コミュニケーションアドバイザー）

20・30・40代女性のための



ふりがな

氏 名 年代（ ）歳代

住 所 和泉市 （ ）町 / 和泉市外 （ ）市

電話番号 FAX

保 育
保育希望の方は、こちらにお子さんの名前（ふりがな）・月齢をご記入ください

現在の就労状況 １. 現在就業中 （転職希望） ２ 求職中 → 今転職活動をしている人
３. 再就職したいと考えている（まだ具体的には求職活動はしていない） ※長いブランク ４ その他

モアいずみ （和泉市男女共同参画センター）

〒594-0041 大阪府和泉市いぶき野五丁目4番7号北棟４F

泉北高速鉄道「和泉中央」駅より徒歩約3分
駐車料金は２時間まで無料、以降30分毎に100円

FAX申込書 和泉市男女共同参画センターモアいずみ宛 ( F AX ) 0725-57-6643

※お申込みにあたってお預かりする個人情報は、本事業以外の目的で使用することはありません。

ハローワーク泉大津マザーズコーナーでは、
ライフプランに合わせた就職支援を行っています。

職業相談 セミナー 求人検索 担当者制
個別支援

職業訓練
〒595-0025 泉大津市旭町２２番４５号 テクスピア大阪2階
TEL 0725-32-5181(部門コード43＃)

ハローワーク泉大津マザーズコーナーの支援メニュー

モアいずみの講座では、一時保育のサービスを利用

することができます。１歳半以上、就学前までの子

ども(保育料無料)が対象です。

※一部対象外の講座もあります。

※保育はセンターの登録団体「じゃんけんポン」が担当します。

窓口業務 9：00～17：15 研修室 9：00～22：00

休館日 年末年始（12/29～1/3）

← センターに関する

情報はこちらから！

20・30・40代女性のための「お仕事」応援セミナー 講師プロフィール

佐々木 妙月さん （情報の輪サービス株式会社 代表取締役）

大手ホテルに長く勤務。研修マネージャーとして、採用や新入社員・若手社員の研修に携わり、

接遇やビジネスマナー、電話応対などを担った。在職中に企業の外部講師を務めた経験を活

かし、現在は新人研修、ビジネスマナー研修、コミュニケーション研修、電話応対研修を中心に

活動。“人と人とのコミュニケーションを大切にした研修”を心がけている。

ささき みょうげつ

なかた せいこ

モアいずみ（和泉市男女共同参画センター）について

中田 聖子さん （Office 結（Yui）代表、コミュニケーションアドバイザー）

島根県生まれ。1984年に女性3人と会社設立。自分たちの転職経験を生かし、女性のための再就

職支援事業（職業開拓、起業家養成、能力開発、研修、セミナー）を実施。2005年からは非営利活動

事業としてNPO法人ZUTTOで、若者の居場所づくりとこども食堂を実施。2022年からは念願の

シェルター（女性と子どもの安心な場所）を開所。来所される女性と一緒にこれからを考える日々。


